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　３月 12 日（火）、ሷ屋大ᶫにおいて「ሷ屋大ᶫイラスࢺ᏶ᡂセࣞモࢽー」が行われました。

　令和４年度大宜味中学校生ᚐ会長のᡃ㑣ぞ⸛㈗さんが大宜味村を知るㄪ࡭学習で米㡲㑥㞝さん

からሷ屋大ᶫのヰを聞き、ᶫを実際にṌいてΏった際に࣓ࣟ࢕ࢹー࣋ンࢳがቯれていることを☜

ㄆ。なんとか修理できないかと生ᚐ会ᇳ行㒊が教育委員会へ┦ㄯし、教育委員会が北㒊ᅜ道事務

所へ内ᐜをఏえたとこࢁ、北㒊ᅜ道事務所から生ᚐとヰしをしながら前ྥきに進めたいとの㏉事

をもらいました。

　以前の形にᡠすことはできませんでしたが、新たに大宜味中の生ᚐがᥥいたイラスࢺを設⨨す

る案が提案され、㇏かな大宜味村の⮬↛を⾲した生きものやぶながや、ࢩーク࣠ーࢧーなど生ᚐ

がྛࠎでᥥいた大宜味村のイラスࢺが集合し᏶ᡂ。今回のセࣞモࢽーとなりました。

　知ᛕ❶༊長は「⣲ᬕらしいイラスࢺをありがとう。ᶫは༊民もよく利用する。ᶫをΏる時みな

さんのイラスࢺを見るのが楽しみ。村民の᠁いのሙになったらᎰしい」と喜びました。

　生ᚐ会長のᖹ良ኟ音さんは「もっと大宜味村のことを知ってもらいたいとᛮい、ࢩーク࣠ーࢧー

をᥥいた」と➗㢦でヰしてくれました。

　最後に参加者全員で「えんどうの花」をḷい、イラスࢺの᏶ᡂを祝いました。
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のএい଼̦̱ۖק年ˎ̨ࠑ෺֨ͅࢃ
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２教職員異動・退職者／お知らせ

１　採用人員　　若干名

２　貸付金額　　月額３万円（県内・県外同額）

　　　　　　　　※審査後、貸付決定者へ７月より貸付開始となります。

　　　　　　　　（７月に４月～７月分の貸付を行います。）

３　応募資格　（１） 大宜味村に住所を有し、現在大学、短大、専門学校等に在学している者で、

　　　　　　　　　 経済的な理由で修学困難な者。

　　　　　　　（２） 学業優秀，志操堅固であること。

　　　　　　　（３） 家計上学資の支出が困難であること。

４　提出書類　①大宜味村育英会資金貸付申請書　

　　　　　　　②在学証明書 (令和６年４月１日以降に発行されたもの )　

　　　　　　　③住民票謄本（続柄入り）　④所得証明書 (同一生計者全員分 )　

　　　　　　　⑤その他必要な書類（村育英会にお問い合わせください）

５　受付期間　令和６年４月１日（月）～４月 30 日（金）8:30 ～ 17:15

　　　　　　　(土日祝日、12 時～ 13 時を除く )

６　提出先 　 大宜味村育英会 (大宜味村教育委員会内 )　 〒905-1392 大宜味村字大兼久 157 番地

７　奨学生決定通知

　　貸与者の選考は、願書等の書類に基づき、村育英会役員会の審議を経て決定します。

   　(６月上旬に本人宛通知します。)

　　※その他ご不明な点については教育委員会へ合わせ下さい。　☎0980-44-3006（学校教育係）

　大宜味村育英会では、村内に住所を有し、大学、短大、専門学校（高等専門学校含む）等に在学してい

る者で、経済的な理由により修学困難な学生を対象に、令和６年度資金貸付奨学生を次のとおり募集します。

令和６年度大宜味村育英会資金貸付募集のお知らせ

大宜味中　　　　　　　　　　　       ～異動先～　　　

　教頭　　　　　  知花淳次先生　　東中（校長昇進）

　１年副担任　　  宮城史人先生　　名護中

　事務主幹　　　  比屋根敦子さん　読谷村立古堅南小

　音楽（非常勤） 　大兼久綾子先生　名護桜中
　

大宜味小

　教務主任　　　　宮里努先生　　  金武町教育委員会（指導主事昇進）

　きらめき担任　　鮫島英里先生    大北小

　学習支援員　　　山城芳江先生　  高江小中
　

教育委員会　

　教育課長　　　　真喜志亮さん　　総務課

　給食センター所長　　田仲不二美さん　住民福祉課

　社会教育係　　　津波古達功さん　給食センター（所長昇進）

　学校教育　　　　前田莉代さん　　住民福祉課

　郡体協事務局　　新城寛真さん　　建設環境課（新採用）

これまで大宜味村の教育・子どもたちのために、
ご尽力いただきありがとうございました。
新天地でのご活躍をお祈りしております。

◆ 村内小中学校・こども園・教育委員会　異動者　退職者 ◆
　こども園

　保育士　松本広子先生

３ 小３民具体験・星空観察会・教委だより・図書情報

図書室情報 №56　2024 年（令和 6年）4月
大宜味村図書室（旧議会棟：村史編纂係内）

大宜味村字大兼久 157 番地　0980-44-3009　

４月図書室カレンダー　閉室日 ：

利用状況累計

〇来室者数…のべ 3,165 人

〇貸出冊数…5,432 冊

〇登録者数…１73 人

３月の統計（3/26 まで）

〇来室者数…のべ 41 人

〇貸出冊数…73 冊

現在の蔵書数…7,145 冊

～教育委員会　会議だより～

　　第２回　教育委員会会議　　令和６年２月 20 日（火）午後２時半　開催

≪審議事項≫

　　議案第２号　県費職員管理職異動の内申について                         　　　  ≪可決≫

　　議案第３号　文化財保護審議員の委嘱について                          　　　　 ≪可決≫

　　議案第４号令和５年度大宜味村一般会計補正予算（教育費予算（第 10 号））について ≪可決≫

会議で決定した事項をお知らせします。

　３月 15 日（金）、「大宜味村スターリースカイ～三ツ星オリオン冬物

語～」と題した今年度最後の星空観察会を大保ダム施設内にて開催し

ました。

　観察会が始まる直前まで小雨や雲行きが危ぶまれましたが定刻の時

間には多少の雲で覆われていたものの星空が観察できる夜空となり、

オリオン座や冬の大三角形、また冬のダイヤモンドと呼ばれる大きな

六角形も観察することができ、参加者からも喜びの声が聞こえ、「参加して良かった。とても楽しかった」

と感想をいただきました。

　※星空観察会について、４月以降の令和６年度も計画、開催を予定しております。日程等が決まりまし

たら広報誌などで追って周知しますので参加希望の方はお見逃しなく！

大宜味村スターリースカイ（星空観察会） 開催

　３月５日（火）、大宜味小学校において３年生が民具体験をしました。

　ボタンを押したら洗濯もできるしご飯も炊ける現在。そんな便利な

道具がない時代、昔の人はどんな道具を使ってお弁当を作っていたの

か、みんなで考えてみました。ご飯を炊く時は何が必要？どの道具を

使ったなどクイズをしながら学び、その後実際に昔の道具を使ってみ

ることで当時の大変さを体験しました。

　児童たちは楽しみながらも稲からお米にするまでに大変な作業があ

ること、ぞうきん１枚を洗うのに大きな労力がいること、荷物を運ぶのに力とバランス感覚が必要なこと

など当時の人たちのすごさを知るとともにたくさんの大変さを学ぶことができました。

昔の人はどんな道具を使っていた？大宜味小３年生民具体験

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

2８ 29 30     

☀４月から沖縄県立図書館の本が新しく入

れ替わります！！一般書（文学・健康・ビ

ジネス書・子育て本など）や紙芝居も入り

ますのでご利用ください♪

●『キレイはこれでつくれます』 MEGUMI 著

●『「特攻」 を子どもにどう教えるか』 山本研二 著

●『じい散歩 妻の反乱』 藤野千夜 著

●『黄色い家』 川上未央子 著

●『もっとすごすぎる天気の図鑑』 荒木健太郎 著

●『定年後のお金 「見える化」 入門』 澤木明 著　　ほか

📚
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令和５年度卒業式・修了式 ４

２０２４年 （令和６年） ４月１日２０２４年 （令和６年） ４月１日 大教委通信 No.３５１ ２０２４年 （令和６年） ４月１日 大教委通信 No.３５１

３月 15 日おおぎみこども園修了式 ３月 18 日大宜味小学校卒業式 ３月９日大宜味中学校卒業式

６ヵ年皆出席

５
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村史編さんだより

᧛ผ✬ࠎߐだより

第 156 号　2024 年 4 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

絵画の寄贈ありがとうございました！

第156 号　2024 年 4 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

―真っ青な海と空に浮かぶマーラン船―　

　現在、国頭村在住の屋良さんより、自身で描

いた“山原船”の絵画の寄贈がありました。

　長年マーラン船（山原船）の研究を続けてい

る屋良さんは、「戦前は大宜味村出身の優秀な船

大工が数名おり、高い造船技術と航海技術を持っ

ていた。彼らは他の地域へ出向き造船を行ない

技術を教えていた。現在、平安座島に残ってい

る山原船の造船技術も、元をたどれば大宜味の

船大工が伝えたもので、資料は少ないが、大宜

味の船大工は素晴らしい技術を持っていたという歴史を大切にして欲しい」との思いから、ぜひ、大宜味村に飾ってほしい

と寄贈の動機を語っていました。

　描かれているのは少しずつ角度の違うマーラン船三艘、船や帆の構造が隅々までわかるようにとの配慮がなされています。

図書室に飾ってありますので、ぜひ足をお運び下さい。

⛵「山原船」とは？？　
　沖縄では自動車が出現する大正時代まで陸路の整備がほとんど行われず、物資の流通のほとんどが海上輸送に頼っていまし
た。人口が増えるにつれ建築用の木材や生活必需品である薪炭などの需要が増大し、山原と泊や那覇、与那原との取引が盛ん
になり、山原地方との往来が増える中で「山原船」という呼称が登場したと思われます。大きな木綿の帆をかかげた帆船で動
力は自然の風だけ。馬艦（マーラン）船とか帆船（フーシン）とも呼ばれています。

⛵ 山原船が運んだ品々　
　明治 31 年の大宜味間切の輸出品は「薪・砂糖樽板・砂糖樽底蓋板・木炭・製藍・シュロ皮」などで、輸入品は「焼酎・石油・
大豆・白米・素麺・茶」などがあります。輸出品をみると大宜味村は林業が中心で、それらの品物は村船（旧藩時代から持っ
ている村の山原船）で運ばれていました。

⛵ 大宜味の船大工　
　明治 31 年の「工芸人」調査によると、大宜味間切の大工の数は 0となっていますが、船大工は 17 名もおり、国頭地方で一
番船大工の数が多いことになっています。船大工が多く造船業が盛んであった理由は、船材である松、樟、杉の良材が豊富で
あった為だと言われています
　恩納村谷茶の古い歌として「大宜味大工たるで谷茶船はがち　美さ産りたる谷茶じじん」（恩納村誌 420 頁）とうたわれたり、
『国頭村安田の今昔』では「明治 12 年大宜味の船大工を雇って村船（山原船）を造った。その船は全琉一の船形で美しく速力

も全琉一と評価され、村船が与那原港や泊港に入港すると見物に来る人が絶えない程であったという。船はやかた走でも、ま

とも走でも、他の船とはくらべものにならない程で、前方に帆の見える船は全部追い越した

とのことである。北風のニヌハ、ウシヌハに安波のヒラフ沖から一まげでハラサキまで走り

きって安田ウキズに入港できたというから、昔の帆船としては見事なものであったという」

（66頁）と書かれてあるように大宜味村には腕の良い船大工がいたことが伺えます。村内では、
喜如嘉の浜、大兼久の浜、津波の浜などで造船を
した記録が残っており、喜如嘉の屋号兼元小のお
じいさんが建造した山原船の写真が残っています。

ᕥ 䠖වඖᑠ䛾䛚䛨䛔䛥䜣䛜ᘓ㐀䛧䛯ᒣཎ⯪ （大ṇ

ᮇ䛻᧜ᙳ䛥䜜䛯䛸ᛮ䜟䜜䜛 䛄႐ዴ჆䛾෗┿㞟䛅 䜘䜚）

ྑ 䠖 ᐑᇛᓥ䛾๓䛻೵Ἡ䛩䜛ᒣཎ⯪ （Ἀ⦖┴බᩥ᭩

㤋ᡤⶶ） ᐑᇛ䛾๓䛻䜒大䛝䛺ᒣཎ⯪䛜 㻝㻠䚸 㻡 ⯺䜒೵Ἡ䛧

┒䜣䛻㑣ぞ䛸 ᚟䛧䛶䛔䛯

䠓 ᧛ผ✬ࠎߐだより

天野鍜助日記ヲ読ム２ （155 号つづき）

　天野鍜助（あまの かすけ）1883（明治 16）
―1966（昭和 41）は饒波出身で、1920（大正 9）
年、民選による初の大宜味村長に就任、以降三
期村長を務めたが、1931（昭和 6）年の村政革
新運動によって辞任。
　「天野鍜助日記は、」天野が明治の頃から 80 歳
余で亡くなるまで書き記した日記で、日々の出
来事が赤裸々に綴られ、行間からは勤勉で几帳
面な性格が伝わって来る。昨年 12 月に金城功氏
から寄贈されたものの中から、当時の村政や世
相に関連する記述を年代順に紹介していく。　
　鍜助は１９３２（昭和７）年６月１４日、三
期務めた村長の職を辞した。その翌日はさすが

に昼間からやけ酒を飲んだようだが、生来の勤勉さと研究心はいささかも衰えず、直ちに村議に立候補し議席を勝
ち取り、県議や農会、水産組合などの役員を兼任しながら、産業振興にも熱心に取り組んだ。今回は村長辞任後の
鍜助の様子を追ってみた。
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七
月
十
八
日
（
月
）
村
会
開
催
、
初
メ
テ
ノ
村
会
ナ
リ
、
議
席
十
一
番
、
区
長
認
定
問
題
デ
候
補

　
　

者
ノ
素
性
ヲ
質
問
ス
、
実
太
郎
、
米
作
ノ
祝
望
ニ
行
ク

　

七
月
廿
三
日
（
土
）
金
市
ト
二
人
薬
品
ニ
テ
鰻
ヲ
獲
リ
ニ
行
キ
シ
モ
不
漁
、
牛
ノ
鼻
篏
切
断
ス

　

七
月
廿
五
日
（
月
）
女
髙
我
部
水
泳
教
師
来
宅
、
賢
勇
、
金
市
ト
三
人
鰻
獲
リ
ニ
行
ク
蝦
ノ
獲
物
ア
リ
、

　
　

女
髙
水
泳
隊
ヲ
招
シ
夕
飯
ヲ
饗
ス
、
賢
勇
、
金
市
、
平
永
来
宅
飲
ム

　

九
月
三
日
（
土
）
朝
牛
蒡
ヲ
植
ユ
、
南
風
掟
田
、
田
倒
シ
行
フ
、
牧
野
補
助
申
請
書
作
成
ノ
タ
メ

　
　

東
栄
宅
ニ
集
リ
飲
ン
デ
帰
ル
、
兼
久
共
同
店
デ
村
長
ト
飲
ム

　

九
月
四
日
（
日
）
悪
徳
ノ
酔
ヒ
天
罰
云
々
ト
暴
言
ヲ
吐
キ
タ
リ
ト
テ
妻
ヨ
リ
戒
メ
ラ
ル
、
パ
イ
ン
ア
ッ

　
　

プ
苗
四
十
本
倉
栄
ニ
與
フ
、
茶
園
ノ
牛
舎
ノ
肥
料
ヲ
出
ス
、
四
時
帰
宅
、
宗
喜
ノ
婚
礼
祝
ニ
行
ク
、

　
　

組
合
店
デ
飲
ム

　

九
月
十
七
日
（
土
）
風
邪
、
朝
寝
る
、
同R

日
問
題
で
上
方
の
陳
情
員
来
る
、
ト
ン
ネ
ル
ト
宇
栄

　
　

原
│
を
造
れ
ト
説
破
ス
、
午
後
よ
り
役
場
へ
出
頭
役
場
の
地
主
を
調
ブ

　

九
月
廿
五
日
（
日
）
松
田
技
手
字
内
道
路
を
測
量
す
、
三
ヶ
区
長
議
員
会
饒
波
で
催
し
林
道
調
査

　
　

を
為
し
松
田
技
手
ニ
希
望
を
持
ち
出
す
、
夕
方
役
場
に
至
り
牧
野
申
請
書
ノ
打
合
せ
ヲ
ナ
ス
、　

　
　

夜
に
な
り
て
松
田
ヲ
訪
問
し
希
望
を
述
ブ

　

九
月
廿
九
日
（
木
）
耕
一
ノ
見
舞
ニ
行
ク
十
一
時
到
々
息
ヲ
ヒ
キ
ト
ツ
タ
噫
人
生
卆
ニ
シ
テ
他
界

　
　

ノ
人
ト
ナ
ル
悼
テ
モ
餘
リ
ア
リ
葬
式
委
員
長
ト
ナ
リ
□
□
出
棺

　
　
　

※

鍜
助
が
村
長
辞
任
に
当
た
り
後
任
と
し
て
推
し
た
前
田
耕
一
が
、
村
長
就
任
か
ら
わ
ず
か

　
　
　
　

四
ヶ
月
で
病
に
倒
れ
在
任
中
に
急
逝
し
て
い
る
。
こ
の
後
の
村
政
維
持
に
は
、
鍜
助
も
奔

　
　
　
　

走
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
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䠔

ޠ઎๺㧠ቇᐕᐲ教育ⴕ᡽の㊀ὐޟ　

　　�઎๺㧠ቇᐕᐲのࠬ࠻࡯࠲にあたり、 ੹࿁のࠦߪࡓ࡜教育ⴕ᡽の㊀ὐにߟいてㅀߴた

いとᕁいます。 、がりߥߟ地ၞとޟ 子ଏも大ੱも౒に育ち、 ౒にቇ߮、 ౒にᡰ߃วうޠ

ことをၮᧄℂᔨとし、 子ଏを⌀ࠎਛにおいて、 大宜味村の⥄ὼ߿ᱧผ、 ᢥൻ、 ੱ᧚ߥ

ど⼾ንߥ教育⾗Ḯをもとにቇᩞ・ኅᐸ・地ၞがㅪ៤・ද௛し、 がりのਛで子ଏߥߟ

も大ੱも⺕もが↢き↢きと᥵ࠆߖࠄ村をቇᩞ教育、 ␠会教育╬をㅢしてផㅴしていきます。 のߘ

⋡ᮡの㆐ᚑのため、 ੹ቇᐕᐲߪਥにᰴの੐ᨩに㊀ὐ⊛にขり⚵ࠎでいきたいと⠨߃ています。

㧛　地ၞቇ⠌ 
઒⒓㧤大宜味村᳃⑼ �の૕♽ൻ　ޟ਎⇇⥄ὼㆮ↥⊓㍳の村ޠ ᥉෸と૬ߖて

　　⃻࿷もⴕߞていࠆዊቇᩞ㧝ᐕ↢એ਄の✚ว⊛ߥቇ⠌で、 地ၞに㑐ࠆࠊቇ⠌をᢛℂし૕♽ൻし

ていきたいと⠨߃ています。 子どもたちが⺞ߴた大宜味村のことを、 ᐢߊ村ౝᄖのੱޘに⊒ାす

。ことを⋡ᮡにしますࠆ ታ〣にあたߞて、 村がㅴめていࠆ ޠ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊࠀちࠎ࡯࠾ࠟࠢޟ 
大

宜味᩺ౝੱ育ᚑ╬ �とのㅪേもᮨ⚝していきます。 ࠼࡯ࡢ࡯のࠠߟ⃻࿷の㧞ߪౝኈとしてࠆߴ⺞

をਛᔃに⥄ὼ、 ᱧผ・ᢥൻ・↥ᬺߥどが⠨ࠄ߃れます。 　

㧜　଻⼔⠪・地ၞとのㅪ៤ᒝൻ　

、ቇᩞを㐿きޟ　　 ኅᐸ・地ၞ・ቇᩞが৻૕とߞߥて子どもを育てޠࠆ ことを⋡ᮡとして 地ၞとޟ

ともにあࠆቇᩞޠ 。りをផㅴしていきますߊߠ 地ၞの᭽ߥޘᯏ㑐߿࿅૕╬とࠢ࡯ࡢ࠻࠶ࡀൻを࿑

りߥがࠄ、 ቇᩞ、 ኅᐸ෸߮地ၞが⋧੕にද力し、 地ၞో૕でቇ߮をዷ㐿していߊ 子どもも大ੱޟ

もቇ߮วい育ちวう教育૕೙ޠ を᭴▽していきます。

㧝　ዊਛㅪ៤ᩞとしてのᒝൻ

　　ዊቇᩞとਛቇᩞがหߓᣉ⸳にあࠆ೑ὐを↢߆し、 ቇᩞⴕ੐߿教Ꮷห჻、 ఽ┬↢ᓤの㑐ࠊりを

よりలታߖߐていきます。�
　�　
　これࠄの㊀ὐ੐㗄ߪ、 ቇᩞ⡯員߿㑐ଥᯏ㑐とㅪ៤・⋧⺣しߥがࠄㅴめていきます。

᡽ା教育㐳のあߓま～ࠦࡓ࡜

　春になりました。 シークヮーサーやイタジイなど様々な花が咲き誇り、 至る所でいろいろな匂いが楽しめます。 シークヮーサーの
花はいい匂いだけれど、 イタジイの花は独特な匂いがします。 不快な匂いって訳じゃないけれど、 好きでもないんだなぁ。

੹᦬ߩ߽߈↢ߩ ⑼࡚࠙࠴ࡂ࠹࠲㧤ࠠ࠼ࡕࡂ࠹࠲

ޕߨߚߒ߹᧪߇ᤐ޿⦟ߩߜ㨨ۭ᳇ᜬߩらら㨨߁㨨ߩᤐޓ

ߥ⊛ᓽ․߇᭽ᮨ₹⋠ߩ೨ᓟ⠅ߢ⦡ᯍޕߔߢࠠ࠼ࡕࡂ࠹࠲⑳ޔ߽߁ߤޓ

⛯߈↢㧛ᐕਛ߇୘体ߓหߢߩߥޕߔ߹߈ߢ߇ߣߎࠆ㧛ᐕਛ⷗ߪߜߚ⑳

ޕߔߢࠎࠆ޿߇ဳ⑺ߣᄐဳߜߚ⑳ߪታޔ߇ߔ߹ࠇࠊᕁߦ߁よࠆ޿ߡߌ

ߦ߁よߩ⪲ᨗޔᤨߚߓ㐽ࠍ⠅ߪ୘体ߩဳ⑺ޔⵣ஥߽⋡₹ᮨ᭽ߪᄐဳޓ

⷗ޔߢߩࠆ߃৻⍍ࠦߣ࡚࠙࠴ࡂࡁᕁޕ߽߆ࠆ޿߽ੱ߁߹ߒߡߞ᥉ㅢ࡚࠴

り޽߇⨲㘩ߪߜߚ⑳ޔ߇ߔ߹ߌઃߺ↥ࠍធෆ⋤ߦ‛ᬀࠆߥߣ⨲㘩ߪ࠙

ߩߥޕ̖߽ߦએᄖ‛ᬀߤߥ⍹߿ಾりᩣߪߦᤨޕߔ߹ߒᢔෆߦᚲߥ߁ߘ

ࠍෆߪࠬࡔߢ ���� ୘એ਄ᜬߊߒ߹ߊߚޕߔ߹޿ߡߞ⢒߇ࠊߡሶߜߚ㧋

１日（月）こども園入園ᘧ・始業ᘧ

㎡令஺付ᘧ　༊長会

５日（金）᫓の஺通Ᏻ全出発ᘧ

㸶日（月）小学校始業ᘧ

中学校始業ᘧ・入学ᘧ

㸷日（火）小学校入学ᘧ

12 日（金）いࡂみてࡄ࠷ま ～ 14 日

19 日（金）（小中）ᤵ業参観・保護者会

21日（日）ሷ屋‴一周࣐ラࢯン大会

25日（ᮌ）（小）こいのࡰり集会

定౛教育委員会議

26 日（金）᫓の㐲㊊・１年生を㏄える会

27 日（土）中体㐃᫓Ꮨ大会 ～ 28 日

29 日（月）᫛和の日

ː６࠮඾

ઽの඾


